認知養育費請求書

令和　　年　　月　　日
被通知人
東京都●●区●●町●丁目●番●号
●●　●●　殿

通知人

神奈川県●●市●●区●●

○丁目○番○号
○○　▲▲　親権者法定代理人

　○○　○○
本通知書作成代理人
〒１０３－０００７
東京都中央区日本橋浜町２－１９－８
文化エステート浜町ビル８階
行政書士　東京中央法務オフィス
ＴＥＬ：０３－５２４４－４７０７

行政書士　小竹　広光
冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

私は、令和○○年○○月に貴殿と知り合い、独身であるとの貴殿の虚偽説明に騙されて男女の関係になりました。

そして、私は貴殿の子を妊娠し、令和●●年●●月●●日に出産して、■■と名づけました。

もちろん私は、当時から現在に至るまでの間、貴殿の他には異性関係は一切ありませんでしたので、貴殿の子であることに間違いはありません。

なお、私は現在、子の養育監護で手が離せず、外で働いて収入を得るという術を絶たれてしまっており、非常に苦しい困窮生活を余儀なくされており、今後将来の生活の不安にも苛まれ、夜も眠れず、食事も喉を通らない等、心身ともに疲労困憊な状態を強いられております。
しかしながら、貴殿からは、これまで一切、認知も、養育費の支払いもしてもらえないままの状況が継続しております。
法律上、親には、子どもに対する養育義務があり、非監護親は、監護親に対して養育費の支払い義務を負います。
養育費は、民法７５２条、および民法８７７条１項に由来し、「生活保持義務」とされており、自己と同程度の生活を保障する義務という性質のものであります。
なお、家庭裁判所が作成し公表している「養育費算定式」を元に、貴殿の年収から算出しましたところ、養育費の月額は●万円～●万円となります。
つきましては、私は貴殿に対し、本書面を以って、以下のとおり要求させて頂きます。

【希望条件】

１　署名捺印済みの認知届と、貴殿の戸籍謄本を、郵送して下さい。

２
現在までの未払養育費として、金◆◆万円（月●万円×◆ヶ月）を下記に指定する金融機関の口座へ振込送金の方法により、お支払い下さい。

２　子どもが大学を卒業する日の属する月までの養育費、および入学や進学その他の必要な費用を支払うという趣旨の強制執行認諾条項つき公正証書を作成することについて、同意承諾されて下さい。
なお、もしも本書面到達後１週間以内に誠意ある回答が得られない場合は、弁護士に一任の上、認知求めて家事調停や審判の申立、さらには民事訴訟を提起することになりますし、この場合、貴殿が正当な理由なくＤＮＡ鑑定を拒否された場合には「○○が○○の子であることを認知する」という判決が下され、貴殿の戸籍謄本に「裁判による認知」との記載がなされることになります（いわゆる「強制認知」）。
また、あわせて、貴殿の虚偽申告による貞操権侵害という不法行為に対しての慰謝料請求も行う所存です。
さらには、認知後には、別途、家庭裁判所に対して未払養育費請求調停の申立を行う所存であり、その場合には、出生したからの過去未払分も遡って請求することになりますので、ご承知おきください。
最後に、今後の回答や連絡事項等は、全て私宛の文書のみとして頂き、私や私の家族等への電話・面会などの直接折衝はご容赦下さい。

万が一、直接折衝等による嫌がらせや妨害行為をされた場合、強要罪（刑法第２２３条）や脅迫罪（刑法第２２２条）で刑事告訴する場合がありますので申し添えます。
草々

　　　　　　　　　記
　　　金融機関名：●●●●銀行
　　　本支店名：●●●●支店
　　　預金種別：普通預金
　　　口座番号：★★★★★★★
　　　口座名義：○○　○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
